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内
航
二
団
体

　
３
月
７
日
に
第
２
回
交
渉
を
行

い
、
前
回
の
交
渉
で
仮
合
意
を
確

認
し
た
「
有
効
期
間
」
と
「
例
外

規
定
」「
医
療
体
制
の
向
上
に
関

す
る
協
定
書
の
整
理
明
確
化
」
を

除
く
、
組
合
要
求
に
つ
い
て
逐
条

審
議
を
行
っ
た
。

　
補
油
ホ
ー
ス
の
取
り
付
け
・
取

り
外
し
慰
労
金
に
つ
い
て
は
、
組

合
要
求
通
り
で
仮
合
意
し
、
基
本

給
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
情
勢
を

鑑
み
組
合
要
求
は
理
解
す
る
も
の

の
、
現
段
階
で
賃
金
改
善
の
具
体

的
な
水
準
を
示
す
こ
と
が
難
し
い

と
の
見
解
を
示
し
た
た
め
、
十
分

な
内
部
検
討
を
行
い
、
次
回
交
渉

に
臨
む
よ
う
求
め
た
。

日
本
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
交
渉
委
員
会

　
３
月
６
日
の
第
２
回
交
渉
に
お

い
て
、
船
団
側
か
ら
の
「
時
間
外

労
働
」
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ

は
、
前
回
の
交
渉
で
組
合
側
か
ら

「
船
員
法
改
正
を
逆
手
に
取
り
、

割
増
手
当
の
算
定
と
な
る
時
間
外

労
働
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
改
悪

要
求
で
あ
る
」
と
強
く
取
り
下
げ

を
求
め
て
い
た
が
、
前
回
の
議
論

を
踏
ま
え
、
船
団
側
が
こ
の
申
し

入
れ
を
取
り
下
げ
た
い
と
し
た
こ

と
か
ら
、
取
り
下
げ
を
確
認
し

た
。
そ
の
後
、
基
本
給
と
事
務
部

の
有
給
休
暇
日
数
に
つ
い
て
議
論

す
る
も
、
３
月
13
日
の
第
３
回
交

渉
に
お
い
て
も
回
答
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
。

全
内
航

　
３
月
７
日
に
第
２
回
交
渉
を
行

い
、
前
回
の
交
渉
で
仮
合
意
を
確

認
し
た
「
有
効
期
間
」
と
「
適
用

除
外
」
を
除
く
、
組
合
要
求
に
つ

い
て
逐
条
審
議
を
行
っ
た
。

　
補
油
ホ
ー
ス
の
取
り
付
け
・
取

り
外
し
慰
労
金
に
つ
い
て
は
、
組

合
要
求
通
り
で
仮
合
意
し
、
基
本

給
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
物
価
高

騰
を
踏
ま
え
れ
ば
ベ
ア
の
必
要
性

を
理
解
す
る
も
の
の
、
今
後
の
見

通
し
が
不
透
明
な
状
況
で
あ
り
慎

重
に
検
討
し
た
い
と
の
考
え
を
示

し
た
た
め
、
賃
金
改
善
は
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
主
張
し
、
十
分
な

内
部
検
討
を
行
い
次
回
交
渉
に
臨

む
よ
う
求
め
た
。

中
・四
国
旅
客
船
労
働
協
約

改
定
集
団
交
渉

　
令
和
５
年
度
の
第
１
回
中
・
四

国
旅
客
船
労
働
協
約
改
定
集
団
交

渉
を
３
月
１
日
に
、
第
２
回
交
渉

を
３
月
８
日
に
行
っ
た
。
第
１
回

交
渉
で
は
、
労
使
双
方
の
代
表
者

挨
拶
を
行
っ
た
後
、
会
社
側
の
申

し
入
れ
「
夜
間
労
働
割
増
手
当
の

時
間
変
更
」「
懲
戒
内
容
の
変
更
」

に
つ
い
て
、
組
合
側
か
ら
強
く
取

り
下
げ
を
求
め
た
。
３
月
８
日
の

第
２
回
交
渉
で
会
社
側
が
「
夜
間

労
働
割
増
手
当
の
時
間
変
更
」
を

取
り
下
げ
る
も
、
組
合
要
求
に
つ

い
て
前
向
き
な
意
向
が
一
切
示
さ

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
会
社
側
の
姿

勢
を
厳
し
く
た
だ
し
た
。

全
国
24
支
部
で
粘
り
強
く
交
渉

（各
地
方
支
部
管
内
進
捗
状
況
）

　
全
国
各
支
部
で
交
渉
す
る
会
社

は
４
７
４
社
（
中
央
交
渉
の
各
船

団
加
盟
会
社
を
除
く
／
中
・
四
国

旅
客
船
集
団
交
渉
７
社
は
中
・
四

国
管
内
各
支
部
に
記
入
）
と
な

り
、
第
１
回
目
交
渉
を
終
え
た
会

社
数
（
３
月
13
日
現
在
）
は

▽
北
海
道
管
内
＝
21
社

▽
東
北
管
内
＝
18
社

▽
関
東
管
内
＝
99
社

▽
関
西
管
内
＝
71
社

▽
中
・
四
国
管
内
＝
60
社

▽
九
州
関
門
管
内
＝
65
社

全
国
各
支
部
の
交
渉
会
社
数

（◎
＝
地
方
支
部

・
▽
＝
支
部
）

　
全
国
各
支
部
が
２
月
末
日
に
要

求
書
を
提
出
し
た
会
社
数
内
訳
は

◎
北
海
道
地
方
支
部
＝
９
社

▽
道
北
支
部
＝
５
社

▽
道
東
支
部
＝
18
社

▽
道
南
支
部
＝
５
社

◎
東
北
地
方
支
部
＝
19
社

▽
八
戸
支
部
＝
６
社

▽
気
仙
沼
支
部
＝
５
社

▽
小
名
浜
支
部
＝
８
社

◎
関
東
地
方
支
部
＝
90
社

▽
三
崎
支
部
＝
８
社

▽
新
潟
支
部
＝
11
社

▽
静
岡
支
部
＝
31
社

◎
関
西
地
方
支
部
＝
48
社

▽
大
阪
支
部
＝
20
社

▽
名
古
屋
支
部
＝
18
社

▽
北
陸
支
部
＝
６
社

◎
中
・
四
国
地
方
支
部
＝
36
社

▽
尾
道
支
部
＝
18
社

▽
愛
媛
支
部
＝
23
社

▽
高
松
支
部
＝
19
社

◎
九
州
関
門
地
方
支
部
＝
31
社

▽
長
崎
支
部
＝
16
社

▽
鹿
児
島
支
部
＝
11
社

▽
沖
縄
支
部
＝
13
社

　
以
上
、
合
計
４
７
４
社
に
要
求

書
を
提
出
し
、
３
月
末
日
の
有
効

期
限
内
の
決
着
を
目
指
し
て
い
る
。

＆＆全国全国474社474社で交渉中で交渉中

第83回定期全国大会決定事項に
基づく申し入れ
（新潟・沖縄・道北・大阪）

2 ·3 面

　

３
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
今
次
労
働
協
約
改
定
交
渉
は
、
中
央
交
渉

（
各
船
団
＝
日
本
カ
ー

フ
ェ
リ
ー
労
務
協
会
・
内
航
二
団
体
・
全
内
航
）
と
、
中
・
四
国
管
内
の
旅
客
船
会
社
７
社
と

の
中
・
四
国
旅
客
船
労
働
協
約
改
定
集
団
交
渉
が
、
そ
れ
ぞ
れ
３
月
１
日
に
第
１
回
交
渉
を
開

催
し
、
日
本
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
交
渉
委
員
会
は
３
月
６
日
に
第
２
回
、
13
日
に
第
３
回
交
渉
を
行

う
も
、
基
本
給
に
つ
い
て
具
体
的
な
回
答
が
示
さ
れ
ず
、
前
向
き
な
検
討
を
す
る
よ
う
強
く
求

め
、
次
回
の
交
渉
を
22
日
に
予
定
し
た
。
ま
た
、
内
航
二
団
体
と
全
内
航
の
第
２
回
交
渉
を
３

月
７
日
に
開
催
し
た
が
、
基
本
給
に
つ
い
て
具
体
的
回
答
が
示
さ
れ
ず
、
次
回
の
交
渉
を
15
日

に
開
催
予
定
と
し
た
。

　

中
央
交
渉
の
各
船
団
加
盟
会
社
以
外
の
全
国
各
支
部
で
担
当
す
る
会
社
は
▽
北
海
道
管
内
＝

37
社
▽
東
北
管
内
＝
38
社
▽
関
東
管
内
＝
１
４
０
社
▽
関
西
管
内
＝
92
社
▽
中
・
四
国
管
内

＝
96
社
▽
九
州
関
門
管
内
＝
71
社
の
合
計
４
７
４
社
と
な
り
、
期
限
内
解
決
を
目
指
し
交
渉

を
重
ね
て
い
る
。

異
次
元
の
物
価
高
か
ら
組
合
員
の
生
活
を
守
る
た
め

海員春闘・全国の進捗状況（中央交渉を除く） ３月13日現在

各地方支部管内 2月末日
要求書提出

第1回
交渉のみ終了

第2回
交渉まで終了

妥結
3月13日現在

北海道地方支部管内 ３７社 １８社 ３社 ０社

東北地方支部管内 ３８社 １７社 １社 ０社

関東地方支部管内 １４０社 ８９社 １０社 ０社

関西地方支部管内 ９２社 ６８社 ３社 ０社

中・四国地方支部管内 ９６社 ５４社 ６社 ０社

九州関門地方支部管内 ７１社 ５８社 ７社 ０社

中央交渉中央交渉中央交渉（日本カーフェリー交渉委員会・内航二団体・全内航）（日本カーフェリー交渉委員会・内航二団体・全内航）（日本カーフェリー交渉委員会・内航二団体・全内航）海員海員
春闘春闘

関東地方支部

本部

東北地方支部

関西地方支部

北海道地方支部

中・四国地方支部

九州関門地方支部

大阪支部

北陸支部

新潟支部

沖縄支部
道南支部

道北支部

尾道支部

長崎支部

鹿児島支部

愛媛支部
高松支部

静岡支部

名古屋支部
気仙沼支部

八戸支部

道東支部

小名浜支部

三崎支部
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各
地
方
自
治
体
の
対
応

村
上
市

　
高
橋
邦
芳
市
長
に
ご
対
応
い
た

だ
き
、
高
橋
市
長
か
ら
「
粟
島
航

路
は
粟
島
浦
村
と
本
土
を
結
ぶ

『
命
の
道
』
で
あ
り
、
何
と
し
て

新
潟
と
し
て
申
し
入
れ
事
項
は
担

当
部
局
と
連
携
し
対
応
策
を
検
討

し
た
い
。
フ
ェ
リ
ー
・
旅
客
船
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
お
り
、
佐
渡
汽
船
に
対
し
て

は
、
こ
れ
か
ら
も
新
潟
県
や
佐
渡

市
と
も
歩
調
を
合
わ
せ
可
能
な
支

援
策
を
検
討
し
た
い
。
本
市
は
、

佐
渡
市
と
も
連
携
協
定
が
あ
り
、

佐
渡
金
山
の
世
界
遺
産
登
録
な
ど

観
光
誘
致
に
期
待
し
て
お
り
、
本

市
も
単
な
る
通
過
点
で
は
な
く
航

路
維
持
協
議
会
に
も
参
画
し
航
路

維
持
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

た
い
」
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

佐
渡
市

　
佐
渡
市
観
光
振
興
部
の
岩
﨑
洋

昭
部
長
、
同
部
の
高
津
孔
副
部
長

に
ご
対
応
い
た
だ
き
、
佐
渡
市
側

は
「
船
員
の
後
継
者
の
確
保
は
、

島
内
の
二
次
交
通
も
含
め
人
手
不

足
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
Ｕ
タ

ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
対
象
と
す

る
奨
学
金
返
還
の
免
除
を
主
軸

に
、
各
家
庭
に
対
す
る
佐
渡
市

に
必
要
な
人
材
の
説
明
な
ど
、
草

の
根
運
動
を
継
続
し
、
島
内
人
口

の
増
加
に
努
め
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

で
も
存
続
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
航
路
維
持
に
向
け
、
関
係
自

治
体
と
の
連
携
に
よ
る
、
就
航
船

を
活
用
し
た
ク
ル
ー
ズ
や
観
光
プ

ラ
ン
、
県
外
か
ら
の
修
学
旅
行
の

誘
致
な
ど
、
粟
島
航
路
の
維
持
・

活
性
化
に
向
け
取
り
組
み
を
検
討

し
た
い
。
ま
た
、
村
上
市
で
も
漁

業
者
の
就
業
支
援
策
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
漁
業
を
含
む
船
員
の
確

保
・
育
成
に
対
し
て
も
事
業
者
と

連
携
し
た
職
業
体
験
な
ど
、
海
事

広
報
活
動
に
取
り
組
み
た
い
」
と

の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

新
潟
県

　
新
潟
県
交
通
政
策
局
の
佐
瀬
浩

市
局
長
と
同
局
の
野
上
文
敏
副
局

長
に
ご
対
応
い
た
だ
き
、
佐
瀬
局

長
よ
り
「
離
島
航
路
は
極
め
て
重

要
と
捉
え
て
い
る
。
佐
渡
汽
船
は

１
１
０
年
を
超
え
る
歴
史
あ
る
航

路
事
業
者
で
あ
り
、
今
後
も
会
社

と
連
携
の
も
と
、
具
体
的
な
支
援

を
検
討
し
た
い
」
と
の
見
解
が
示

さ
れ
た
。

新
潟
市

　
朝
妻
博
副
市
長
に
ご
対
応
い
た

だ
き
、
朝
妻
副
市
長
か
ら
「
日
ご

ろ
の
諸
活
動
に
感
謝
す
る
。
港
町

　
２
０
２
３
年
３
月
15
日

中
央
選
挙
委
員
会　
議
長　
　
　
齋
藤　
洋

第
39
期
全
国
委
員
の
当
選
告
示

　
一
、２
０
２
３
年
３
月
５
日
付
で
告
示
し
た
第
39
期
全
国
委
員

補
充
選
挙
に
つ
い
て
は
、
立
候
補
の
受
け
付
け
を
締
め
切
り
、

立
候
補
者
の
資
格
審
査
を
行
い
、
候
補
者
が
適
格
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
対
立
候
補
者
が
な
い
立
候
補
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国

委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｄ
項
に
よ
り
投
票
を
略
し
、
当
選
人
を

次
の
通
り
と
す
る
。

　
《
地
方
区
・
地
方
単
位
》

　
０
５　
中
・
四
国

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人　
竹
田　
圭
志　
中
・
四
国
地
方
支
部

　
在
籍
専
従
執
行
部
員

以　
上

新潟支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

船員政策諸課題についてについて

申し入れ申し入れ 新潟県新潟県新潟県 佐渡市佐渡市佐渡市
新潟市新潟市新潟市 村上市村上市村上市

沖縄支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

離島航路離島航路にに
船員は船員は必要不可欠必要不可欠
定期全国大会定期全国大会
決定事項に基づく申し入れ決定事項に基づく申し入れ

　

【石
山
茂
輝
通
信
員
】
新
潟
支
部
は
、
新
潟
県
と
新
潟
市
、
佐

渡
市
、
村
上
市
に
対
し
、
第
83
回
定
期
全
国
大
会
決
定
事
項
に

基
づ
く
政
策
諸
課
題
と
地
域
的
課
題
に
つ
い
て
申
し
入
れ
を
行
っ

た
。
申
し
入
れ
に
は
上
杉
知
之
新
潟
県
議
会
議
員
、
渡
辺
和
光

新
潟
県
議
会
議
員
、
小
柳
聡
新
潟
市
議
会
議
員
、
高
橋
聡
子
新

潟
市
議
会
議
員
に
、
ご
同
行
い
た
だ
い
た
。

　
沖
縄
支
部
は
沖
縄
県
と
沖
縄
県

議
会
へ
、
第
83
回
定
期
全
国
大
会

決
定
事
項
に
基
づ
く
申
し
入
れ
を

行
っ
た
。
申
し
入
れ
に
は
、
琉
球

海
運
の
島
仲
泰
伍
職
場
委
員
と
那

覇
タ
グ
サ
ー
ビ
ス
の
下
地
要
船
長

が
同
行
し
、
仲
村
未
央
県
議
会
議

員
と
崎
山
嗣
幸
県
議
会
議
員
（
組

合
政
治
参
与
）
に
ご
同
行
い
た
だ

い
た
。

沖
縄
県

　
儀
間
秀
樹
沖
縄
県
企
画
部
長
に

ご
対
応
い
た
だ
き
「
今
回
の
申
し

入
れ
は
、
海
に
囲
ま
れ
た
沖
縄
県

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
政
策
で

あ
る
。
沖
縄
県
は
離
島
航
路
を
多

く
抱
え
て
い
る
た
め
、
離
島
航
路

の
安
定
を
考
え
た
と
き
、
船
員
の

確
保
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
沖
縄
水
産
高
校
の
定
員
枠
拡

大
と
い
っ
た
内
容
に
つ
い
て
、
今

後
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
タ
グ
ボ
ー
ト
の
定

係
地
に
つ
い
て
は
、
港
湾
計
画
の

中
で
、
新
た
に
計
画
と
し
て
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
早
急
に
進
め
て

い
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
見

解
が
示
さ
れ
た
。

沖
縄
県
議
会

　
沖
縄
県
議
会
か
ら
は
「
国
・
地

方
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

担
い
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
海
運
・
水
産
業
が
衰
退
し

な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

　
沖
縄
県
は
、
多
く
の
離
島
航
路

を
有
し
て
お
り
、
離
島
航
路
の
維

持
・
存
続
に
は
船
員
の
確
保
が
重

要
で
あ
る
こ
と
の
理
解
が
得
ら
れ

た
。
沖
縄
支
部
は
、
今
後
も
活
動

方
針
の
具
現
化
、
政
策
実
現
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

左から粟島汽船の富樫春夫船長、浅野忠行新潟支部長、高橋邦芳市長、
小田邦博船内委員、東芳己船内委員長

左から、仲村未央県議会議員、崎山嗣幸県議会議員、下地要船長（那覇タグサービス）、
島仲泰伍職場委員（琉球海運）、柴田哲也沖縄支部長、儀間秀樹企画部長

左から、佐渡汽船の陸上部門現場代表の松山武史さん、
二階堂勇気職場委員、浅野忠行新潟支部長、交通政策局の佐瀬浩市局長、
粟島汽船の東芳己船内委員長、日本海曳船の吉谷厚職場委員、

上杉知之県議会議員、渡辺和光県議会議員

左から小柳聡市議会議員、日本海曳船の吉谷厚職場委員、
粟島汽船の東芳己船内委員長、浅野忠行新潟支部長、

朝妻博副市長、高橋聡子市議会議員

左から石山茂輝執行部員、佐渡汽船現場組合員の炭屋和人さん、
   高橋直人さん、浅野忠行新潟支部長、
佐渡市観光振興部の岩﨑洋昭部長

離島航路は命の道

新潟市

新潟県

村上市

沖縄県

佐渡市

那覇港
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全
国
大
会
決
定
事
項
を

申
し
入
れ

　
２
月
28
日
、
道
北
支
部
と
全
国

海
友
婦
人
会
紋
別
支
部
は
共
同

で
、
紋
別
市
に
対
し
第
83
回
定
期

全
国
大
会
決
定
に
基
づ
く
海
運
・

船
員
の
政
策
諸
課
題
に
関
す
る
申

し
入
れ
を
行
っ
た
。

　
組
合
よ
り
「
海
の
日
」
固
定

大
会
）
を
開
催
し
た
。
今
年
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止

の
観
点
か
ら
、
出
席
人
数
を
５
隻

10
人
の
参
加
と
し
た
。

　
は
じ
め
に
渡
邊
長
寿
道
北
支
部

長
が
「
魚
価
安
、
乗
組
員
不
足
、

特
定
技
能
外
国
人
の
導
入
な
ど
労

働
環
境
が
変
化
し
て
い
る
。
地
区

漁
船
存
続
の
た
め
、
労
働
者
の
労

働
条
件
改
善
と
後
継
者
確
保
が
急

　
【
髙
原
迅
斗
通
信
員
】
大
阪
支

部
は
、
京
都
府
・
舞
鶴
市
・
舞
鶴

市
議
会
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

申
し
入
れ
に
は
森
健
輔
新
日
本
海

フ
ェ
リ
ー
職
場
委
員
、
畑
中
智
尋

琵
琶
湖
汽
船
職
場
委
員
が
同
行
し

た
。

　
各
申
し
入
れ
で
は
井
上
寛
信
大

阪
支
部
次
長
か
ら
、
本
組
合
の
活

動
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
▽
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
大
き
く
受
け
る
事
業
者
に
対
す

る
運
航
支
援
策
に
つ
い
て
▽
船
員

確
保
に
向
け
た
海
事
思
想
教
育
の

普
及
に
つ
い
て
▽
日
本
人
船
員
の

重
要
性
と
船
員
税
制
の
早
期
実
現

に
つ
い
て
―
な
ど
を
強
く
要
望

し
、
各
自
治
体
対
応
者
か
ら
は
次

の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

京
都
府

▽
フ
ェ
リ
ー
が
災
害
時
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
や
産
業
の
血
流
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
十
分

化
、
船
員
税
制
、
後
継
者
確
保
対

策
な
ど
取
り
組
み
に
加
え
て
、
紋

別
沖
底
船
係
留
場
所
の
波
の
振
れ

込
み
な
ど
、
整
備
改
修
工
事
の
推

進
加
速
を
強
く
求
め
た
。

稚
内
漁
船
組
合
員
大
会

　
３
月
３
日
、
午
前
９
時
か
ら
道

北
支
部
会
館
２
階
に
て
、
令
和
５

年
稚
内
漁
船
組
合
員
大
会
（
船
員

務
で
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
支
部
の
活
動
報
告
な
ど

を
行
い
、
令
和
５
年
度
労
働
協
約

改
定
要
求
案
に
つ
い
て
も
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

紋
別
沖
で
の

カ
ニ
密
漁
の
取
り
締
ま
り
と

敷
設
漁
具
の
撤
去

　
松
本
順
一
北
海
道
地
方
支
部
長

と
渡
邊
長
寿
道
北
支
部
長
、
第
28

嘉
廣
丸
の
熊
谷
卓
也
漁
労
長
と
で

水
産
庁
北
海
道
漁
業
調
整
事
務
所

を
訪
問
し
「
紋
別
沖
で
の
カ
ニ
密

漁
の
取
り
締
ま
り
と
敷
設
漁
具
の

撤
去
」
を
訴
え
た
。

　
熊
谷
漁
労
長
は
「
春
に
か
け
て

違
法
漁
船
が
増
え
て
く
る
。
作
業

甲
板
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
大
量
の

カ
ニ
籠
で
操
業
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
。
紋
別
沖
の
漁
場
を
守
る

た
め
、
取
り
締
ま
り
の
継
続
と
強

化
を
お
願
い
す
る
」
と
訴
え
た
。

　
漁
業
調
整
事
務
所
か
ら
は
、
現

場
か
ら
通
報
で
違
法
漁
船
の
場
所

や
動
静
が
特
定
さ
れ
て
き
て
い

る
。
今
後
も
海
上
保
安
部
と
連
携

し
、
違
法
漁
船
の
取
り
締
ま
り
や

違
法
敷
設
漁
具
の
除
去
を
続
け
て

い
く
考
え
方
が
述
べ
ら
れ
た
。

に
理
解
し
て
い
る
。
燃
料
油
価
格

高
騰
に
つ
い
て
は
、
国
主
導
で
激

変
緩
和
措
置
が
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
動
向
を
注
視

し
、
状
況
を
踏
ま
え
て
国
に
対
し

て
求
め
て
い
く
。
ま
た
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
他
業
種
と
の
平
等

性
の
観
点
か
ら
も
現
時
点
で
は
海

運
事
業
の
み
を
優
遇
し
た
実
施
は

難
し
い
と
考
え
て
お
り
、
京
都
府

全
体
で
の
取
り
組
み
と
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

▽
船
員
税
制
に
つ
い
て
趣
旨
は
理

解
し
た
が
、
影
響
を
受
け
る
の
は

自
治
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
接

的
な
判
断
は
難
し
い
が
趣
旨
を
踏

ま
え
各
自
治
体
へ
周
知
し
、
理
解

を
求
め
て
い
き
た
い
。

▽
港
湾
施
設
使
用
料
に
つ
い
て

は
、
整
備
費
な
ど
に
大
き
く
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
や
、
前
島
埠
頭
の

立
替
計
画
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
減
免
措
置
は
非
常
に

難
し
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い

が
、
し
か
し
な
が
ら
、
み
な
と
オ

ア
シ
ス
の
観
点
か
ら
も
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
活
性
化
を
図
り
、
使
用
料
に

対
す
る
還
元
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

舞
鶴
市

▽
京
都
の
海
の
玄
関
口
と
し
て
フ

ェ
リ
ー
や
船
舶
の
重
要
性
は
理
解

し
て
い
る
。
港
湾
使
用
料
に
つ
い

て
は
、
京
都
府
が
管
理
し
て
お
り

明
確
な
回
答
は
で
き
な
い
。
昨
年

は
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
に
対
す
る

支
援
策
と
し
て
、
京
都
府
な
ら
び

に
舞
鶴
市
在
住
者
に
対
し
助
成
割

引
な
ど
を
実
施
し
た
。
今
後
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
未
定
で
あ
る
が

様
々
な
形
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▽
船
員
税
制
に
つ
い
て
は
、
税
の

公
平
性
を
踏
ま
え
れ
ば
理
解
す
る

が
、
現
時
点
で
の
実
施
は
難
し

い
。
他
地
区
の
動
向
も
踏
ま
え
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▽
海
事
思
想
の
普
及
に
つ
い
て

は
、
当
市
は
か
つ
て
の
軍
港
と
し

て
現
在
で
も
様
々
な
船
舶
が
出
入

港
し
て
お
り
、
常
に
船
を
身
近
に

感
じ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
舞
鶴

港
の
海
事
産
業
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ

を
作
成
・
活
用
し
、
港
の
重
要
性

や
船
員
職
業
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
る
。
ま
た
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
の

出
入
港
を
歓
迎
す
る
市
主
導
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
者

が
、
船
に
興
味
を
持
ち
船
員
（
商

船
三
井
）
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
魅
力
の

発
信
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

舞
鶴
市
議
会

▽
申
し
入
れ
事
項
を
議
会
に
周

知
、
検
討
し
た
う
え
で
可
能
な
限

り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
以
上
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

道北支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

道北支部の道北支部の
組合活動組合活動

船員税制の船員税制の
早期実現早期実現を要望、を要望、
理解を求める理解を求める

左から鹿田忠俊港湾局港湾企画課計画係課長補佐、
小林剛宏港湾局港湾企画課主幹兼係長、井上寛信大阪支部次長、
森健輔新日本海フェリー職場委員、畑中智尋琵琶湖汽船職場委員

    左から、谷田幸雄市議会事務局調査係長、井上寛信大阪支部次長、
森健輔新日本海フェリー職場委員、畑中智尋琵琶湖汽船職場委員

  左から、山下美晴の産業振興部長、井上寛信大阪支部次長、
森健輔新日本海フェリー職場委員、畑中智尋琵琶湖汽船職場委員

左から３人目が渡邊長寿道北支部長、４人目が宮川良一市長

大阪支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

第83回定期全国大会第83回定期全国大会
決定事項に基づく申し入れ決定事項に基づく申し入れ

稚内漁船組合員大会

水産庁北海道漁業調整事務所を訪問

舞鶴市議会

舞鶴市

京都府

労働条件改善労働条件改善とと
後継者確保後継者確保がが
急務急務

紋別市
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俳
人
・
金
子
兜
太
先
生
の
句
碑

　
以
前
、
本
組
合
の
月
刊
誌
「
海

員
」
の
文
芸
欄
・
俳
句
部
門
で
、

お
世
話
に
な
っ
た
金
子
兜と

う
太た

先
生

が
逝
去
さ
れ
て
か
ら
５
年
の
月
日

が
経
過
し
ま
し
た
。
金
子
先
生
は

埼
玉
県
小
川
町
の
出
身
。

　
埼
玉
県
秩
父
地
方
に
初
心
者
で

も
簡
単
に
登
れ
る
蓑
山
が
あ
り
、

出
発
点
と
な
る
駅
の
近
く
に
は
金

子
先
生
の
句
碑
が
あ
り
訪
ね
て
み

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
熊
谷
駅
で
秩
父
鉄
道
に
乗

り
換
え
、
親
鼻
駅
で
下
車
し
、
駅

前
の
踏
切
を
渡
る
と
萬
福
寺
が
あ

り
、
そ
の
入
口
に
、
兜
太
と
刻
ま

れ
た
句
碑
が
見
え
ま
し
た
。
兜
太

先
生
の
イ
メ
ー
ジ
を
思
わ
せ
る
頑

丈
な
石
に
「
山
峽
に
沢
蟹
の
華
微

か
な
り
」
の
歌
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
俳
聖
松

尾
芭
蕉
翁
と
俳
人
正
岡
子
規
の
句

碑
は
、
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
兜

太
先
生
の
句
碑
に
出
会
う
の
は
プ

レ
ミ
ア
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

美
の
山
公
園

　
句
碑
の
先
に
蓑
山
が
あ
り
、
他

の
登
山
者
も
い
る
の
で
は
と
考

え
、
関
東
ふ
れ
あ
い
の
道
コ
ー
ス

を
選
び
登
っ
て
い
く
と
、
誰
と
も

遭
遇
し
な
い
ま
ま
２
時
間
ほ
ど
で

山
頂
に
着
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

歩
い
て
い
る
と
き
は
静
寂
さ
が
気

に
な
り
ま
し
た
が
、
蓑
山
を
貸
し

切
り
状
態
だ
と
思
う
と
、
大
自
然

を
満
喫
で
き
た
気
が
し
ま
す
。

　
山
頂
近
く
に
は
蓑
山
神
社
が
あ

り
、
こ
こ
ま
で
人
影
を
見
な
い
た

め
か
、
神
社
の
狛
犬
の
雰
囲
気
が

優
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
人
懐

こ
い
犬
を
モ
デ
ル
に
し
た
の
か
な

と
思
い
き
や
、
調
べ
て
み
る
と
オ

オ
カ
ミ
の
石
像
と
あ
り
驚
き
ま

す
。
神
社
の
境
内
は
オ
オ
カ
ミ
が

出
て
も
不
思
議
で
な
い
静
寂
さ
に

包
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
秩
父
地
方

に
も
か
つ
て
は
二
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ

が
生
息
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
山
頂
に
は
展
望
台
が
あ
り
、
秩

父
盆
地
を
眼
下
に
、
奥
秩
父
か
ら

奥
武
蔵
、
遠
く
は
日
光
連
山
ま
で

３
６
０
度
を
見
渡
せ
る
大
パ
ノ
ラ

マ
で
す
。
ほ
っ
と
一
息
、
ポ
ッ
ト

の
お
湯
で
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
と
し

ゃ
れ
込
み
ま
し
た
。

和
同
遺
跡

　
蓑
山
の
山
頂
は「
美
の
山
公
園
」

と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
み
は

ら
し
園
地
に
は
「
秩
父
音
頭
」
を

作
詞
し
た
金
子
伊
昔
紅
先
生
の

像
が
あ
り
ま
し
た
。
金
子
兜
太
先

生
は
こ
の
金
子
伊
昔
紅
さ
ん
の
長

男
で
あ
り
、
現
代
俳
句
協
会
名
誉

会
長
も
務
め
た
俳
人
で
す
。
親
子

な
の
で
当
然
で
す
が
、
あ
ま
り
に

も
似
て
い
る
の
で
驚
い
て
し
ま
い

ま
す
。
下
山
の
コ
ー
ス
は
１
時
間

ほ
ど
で
和
銅
黒
谷
駅
に
行
け
ま
す

が
、
途
中
で
日
本
通
貨
発
祥
の
地

で
あ
る
和
銅
採
掘
露
天
掘
跡
「
和

銅
遺
跡
」
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
和
銅
遺
跡
に
到
着
す
る
と
、

「
和
同
開
珎
」
と
刻
ま
れ
た
巨
大

な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
。
記
録
に
よ
る
と
、
こ
の
地
で

７
０
８
年
に
自
然
銅
が
発
見
、
朝

廷
に
献
上
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
記

念
し
て
年
号
が
和
銅
と
改
め
ら

れ
、
和
同
開
珎
が
発
行
さ
れ
、
本

格
的
な
貨
幣
と
し
て
広
く
流
通
し

た
そ
う
で
す
。
た
だ
、
銅
と
同
、

年
号
は
銅
と
い
う
字
で
す
が
、
貨

幣
が
同
と
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
、

漢
字
を
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
１
３
０
０
年
前
の
鋳
造
の

技
術
で
は
難
し
か
っ
た
の
で
は
と

思
い
ま
し
た
。

　
日
本
最
初
の
貨
幣
は
６
８
３
年

ご
ろ
に
日
本
で
つ
く
ら
れ
た
と
推

定
さ
れ
る
銭
貨
、
富ふ

本ほ
ん

銭せ
ん

で
す

が
、
こ
の
貨
幣
が
実
際
に
流
通
し

た
の
か
、
た
ん
な
る
厭え

ん
勝し

ょ
う

銭せ
ん
（
ま

じ
な
い
用
に
使
わ
れ
る
銭
）
と
し

て
使
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
学
説

が
分
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
日
本
の
元
号
、
和
銅
は
７
０
８

年
か
ら
７
１
５
年
ま
で
の
期
間

で
、
こ
の
時
代
の
天
皇
は
女
帝
・

元
明
天
皇
で
す
。
近
く
に
あ
る

聖ひ
じ
り

神
社
を
経
由
し
て
、
古
代
の

空
気
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。

蓑山の山頂から

萬福寺

聖神社

蓑山神社 金子兜太先生の句碑

金子伊昔紅先生の像

カタフリ

和同遺跡

秩父市

埼玉県ブレイク　　　      タイム蓑山～和銅遺跡
日本通貨発祥の地を歩く


	1
	2
	3
	4

